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近年，ウォーカブルな空間形成が重要視されており，まちと駅をつなぐ拠点の一つである交通結節点

（駅前広場），特にその中の環境空間への関心が高まっている．駅前広場に関する従来の計画指針では，

環境空間は交通空間と同程度の面積が標準とされているが，社会ニーズが多様化する中，環境空間は交通

機関だけでなく周辺からの利用も見込まれることから，多様な利用者を考慮した環境空間とすることが重

要と考えられる． 
本研究では，駅前広場面積や駅乗降客数が概ね同等程度でありながら駅特性や周辺市街地特性等が異な

る武蔵小山駅及び西小山駅を例に，時間帯別の利用動線や滞留状況等を調査し，駅前広場利用者の経由地

構成や滞在時間等について比較分析を行うことにより，環境空間の利用者数や使われ方が駅特性や周辺市

街地特性等に応じて違いがあることを示した． 

 

     Key Words: Walkable, station plaza, environmental space, station characteristics,  
surrounding area characteristics 

 

 

1. はじめに 

 

我が国では人口減少や少子高齢化等の深刻化が進むな

か，これらの社会情勢の変化に対応するため，「コンパ

クト・プラス・ネットワーク」の考え方により，持続可

能な都市形成を図ることが重要となっており，集約型都

市構造の実現に向けた取組みが国，地方公共団体等で進

められている．特に近年は，中心市街地活性化等の観点

から，人を中心とした居心地が良く歩きたくなるウォー

カブルなまちなかの空間形成が，多様化する様々な市民

活動やイノベーション創出を支えるうえで重要視されて

いる． 

このような状況のなか，交通結節点（駅前広場）はま

ちと駅をつなぐ都市内の拠点の１つであり，特にその中

の環境空間はウォーカブルなまちなかを形成するにあた

って重要な役割を担うと考えられる．一方，これまでは

駅前広場を計画・設計するにあたって，鉄道とバス・タ

クシー・自家用車等の交通手段間の乗り換えのための交

通空間の確保を重視する傾向が強いと考えられる．従来

の駅前広場に関する計画指針 1)においても，環境空間は
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交通空間面積を算出したうえで，交通空間面積と同程度

の面積とすることが標準とされているが，市民の活動等

が多様化するなか，環境空間については交通機関だけで

なく周辺からの利用も見込まれることから，交通機関利

用者以外の多様な利用者を考慮した環境空間としていく

ことが重要と考えられる． 

そこで，本研究では，駅特性や周辺市街地特性の異な

る駅前広場及び環境空間での利用動線や滞留状況等につ

いて現地観測を行い，駅前広場利用者の経由地構成や滞

在時間等について比較分析を行うことにより，環境空間

の利用者数や使われ方の違いについて検証し，望ましい

環境空間のあり方を考察することを目的としている． 

 

 

2. 既往研究の整理 

 

駅前広場に関する研究は，数多く存在し，近年では大

島ら 2) が交通手段別の過不足度と供給度ごと類型化，駅

前広場の評価を行い，再整備の必要性やその方向性につ

いて整理している．駅前広場の環境空間に関する研究と

しては，小滝ら 3)は行政担当職員や広場ユーザーへのア

ンケート調査，事例調査から環境空間の実態と計画課題

を整理している．鹿島ら 4)はユーザビリティの観点から

既存駅前広場の問題点を抽出し，新規駅前広場において

ユーザビリティに優れた駅前広場の実現方策について考

察している．末木ら 5)は甲府駅を対象に整備前後におけ

る歩行者の歩行速度や滞留時間などについて比較分析し

ている．高橋ら 6)は藤沢駅南口駅前広場の再整備に関す

るアンケート調査を行い，環境空間で受け止めるべきア

クティビティについて整理している．澤田ら 7)は地域住

民同士の交流行動や歩行者動線を観測し，空間特性との

関係について整理している．また，街路空間や公園等の

広場における歩行者の行動に関する研究としては，泉山

ら 8)が社会実験でオープンカフェを設置した街路空間に

おける滞在時間や行動内容について観測を行い，アクセ

シビリティを数値化とそれを用いた評価手法を整理して

いる．東川ら 9)はまちなか広場を対象に滞在時間や行動

内容について調査し，社会ネットワーク分析により評価

を行っている． 

このように，駅前広場に関する研究や環境空間や広場

での滞留状況に関する研究は行われているものの，駅特

性や周辺市街地特性に着目した環境空間での利用動線や

滞留状況に関する既往研究は見受けられないことから，

本研究は新規性があるといえる． 

 

 

 

3. 環境空間での現地観測 

 

 (1) 対象地域の選定 

対象地域の選定にあたっては，首都圏を対象に現地観

測の行いやすさから駅前広場面積が 3,000 ㎡程度で民有

地を含め環境空間に相当する空間を有するものから選定

することとした．また，，駅前広場面積は一般にピーク

時間帯の駅前広場利用者をもとに算出することとなって

いることから，駅乗降客数が概ね同等程度，特にピーク

時間帯は朝の通勤通学となると仮定し，定期利用者が同

等程度であること，駅特性や周辺市街地特性等が異なる

ことを条件に，東急目黒線の武蔵小山駅及び西小山駅を

対象とした（図-1，図-2，表-1）．なお，武蔵小山駅は

駅前広場に隣接して，再開発により創出されたオープン

スペースが立地し，駅前広場区域外ではあるが，一体的

な空間となっていることから，観測対象に含めることと

した． 

 
図-1 対象地域の位置 

 

観測区域 歩道･滞留空間 駅広沿道⾞道 駅出⼊⼝

駅舎・駅ビル

再開発ビル

ｵｰﾌﾟﾝ
ｽﾍﾟｰｽ

(地下改札)

バス

商業施設
飲⾷店･店舗

バス
ﾀｸｼｰ

⼀般⾞
ﾄｲﾚ

駅舎・駅ビル
(地上改札)

ﾀｸｼｰ

⼀般⾞

駐輪場

ﾄｲﾚ

 
図-2 対象地域の空間構成 
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表-1 対象地域の概要 

 武蔵小山駅 西小山駅 

駅前広場 

面積 

3,800㎡ 
※観測面積はアクセス道

路を除き，隣接するオ

ープンスペースを含め

た約3,300㎡ 

2,700㎡ 
※観測面積はアクセス道

路を除く約2,500㎡ 

乗降人員

（H30） 

53,953人/日 
定期；29,534人/日 
   （54.7%） 
定期外：24,419人/日 
    （45.3%） 

37,685人/日 
定期；25,518人/日 
   （67.7%） 
定期外：12,173人/日 
    （32.3%） 

位置づけ 地区活性化拠点 なし 
駅特性 急行停車駅 各駅停車のみ 

周辺市街地

特性 

住居系用途：約 57% 
商業系用途：約 38% 

住居系用途：約 75% 
商業系用途：約 24% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駅から５００m範囲の駅勢圏の用途地域 

 

 (2) 観測内容 

観測は 2021 年 11 月 27 日（金）に実施し，観測方法

として，表-2に示すとおり，駅前広場内外の利用動線 

 

表-2 観測内容 

 

 
図-3 利用動線調査方法のイメージ 

 
（図-3），主要断面通過人数，交通手段別（バス・タク

シー・自家用車）乗降者数，環境空間における滞留状況，

駅改札乗降者数の調査を行った．なお，調査時間帯は利

用動線・主要断面通過人数，交通手段別乗降者数は朝昼

夕各 2 時間（7:00～9:00，12:00～14:00，17:00～19:00）の

合計 6 時間，滞留状況は朝昼夕各 3 時間（7:00～10:00，

11:30～14:30，16:00～19:00）の合計 9 時間，駅改札乗降

者数は 12時間（7:00～19:00）である．  

 
 
4. 現地観測結果 

 

 (1)  交通機関利用者数に対する駅前広場利用者数割合 

図-4に示す通り，交通機関利用者数に対する駅前広場

利用者数の割合をみると，武蔵小山駅と西小山駅は同じ

傾向であり，朝の時間帯（7 時台・8 時台）の割合は約

1.0と交通機関利用者以外の駅前広場利用者数は極めて 

 

 
図-4 時間帯別交通機関利用者数／駅前広場利用者数 

（駅前広場の横断・通過を含む） 

 

 
図-5 時間帯別交通機関利用者数／駅前広場利用者数 

（駅前広場の横断・通過を除く） 
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少ないのに対して，昼の時間帯（12 時台・13 時台）の

割合は約 1.8～2.0 と交通機関利用者に対して交通機関利

用者以外の駅前広場利用者が同等程度利用している．ま

た，夕方の時間帯（17 時台・18 時台）の割合は約 1.3～

1.5と朝と昼の概ね中間値となった． 

なお，上記の結果は両駅共に交通機関や環境空間を利

用せず，道路として駅前広場を横断・通過している利用

者も含まれている．そのため，駅前広場の横断・通過の

みの利用者を除いたところ，交通機関利用者に対する駅

前広場利用者の割合は図-5に示す通り，昼の時間帯にお

いて，武蔵小山駅の割合は約 1.5～1.6，西小山駅の割合

は約 1.3～1.4 と武蔵小山駅の方が西小山駅に比べて交通

機関利用者以外の駅前広場利用者が多くなっている． 

 

(2)  駅前広場利用者の経由地構成 

交通機関利用者に対する駅前広場利用者との割合の結

果を踏まえ，駅前広場利用者の経由地構成をみると図-6

に示す通り，午後の時間帯において，武蔵小山駅に比べ

西小山駅は，駅前広場を横断・通過する駅前広場利用者

が多くなっている． 

また，駅前広場を横断・通過するのみの駅前広場利用

者を除いてみると，図-7 に示す通り，12 時台・13 時

台・17 時台において，武蔵小山駅は西小山駅に比べ，

交通機関利用しない駅前広場利用者の割合が 5％以上高

くなっており，環境空間で様々な利用がされていると考

えられる． 

 

 

図-6 駅前利用者割合（駅前広場の横断・通過を含む） 

 

 

 

図-7 駅前利用者割合（駅前広場の横断・通過を除く） 

 

(3)  環境空間における利用人数・滞留時間 

図-8に示す通り，武蔵小山駅の環境空間において，利

用人数は再開発により創出されたオープンスペースであ

る M4が 152人と最も多く，滞在時間も M3を除いて 10

分以内の割合が低くなっている．M3の 10分以上の割合

が高い理由としては，夕方の時間帯において学生が集団

で会話等を行っていたこと等が観測されており，集団で

の滞留が増加したこと等が考えられる．西小山駅の環境

空間において，最も利用人数の多い空間はN1の 73人で

あり，滞留時間は西小山の他の空間と比べ 10 分以内の

利用割合は小さいものの，武蔵小山の M4と比べると 10

分以内の利用者の割合は大きくなっている． 

時間帯別の平均滞留時間をみてみると，図-9に示す通

り，朝の時間帯は武蔵小山駅と西小山駅を比べると大き

く変わらないものの，昼の時間帯では武蔵小山駅が 6.6

分，西小山駅が 3.9 分，夕方の時間帯では武蔵小山駅が

6.3分，西小山駅が 2.8分と武蔵小山駅が西小山駅に比べ，

滞留時間は長くなっている．また，単独による利用と複

数人による利用をみると，武蔵小山駅では複数人の滞留

時間が 8 分と長いのに対し，西小山駅では 2.9 分と短く

なっている． 

 

(4) 環境空間における 行動内容 

行動内容をみると，図-11 に示す通り，休憩について

は両駅ともに最も多くなっているが，武蔵小山駅の割合

は約 75％に対し，西小山駅の割合は約 55％と低くなっ

ている．一方，待合せについては，両駅ともに休憩に次

いで多いが，武蔵小山駅は約 14％に対し，西小山駅は 

非交通機関利用（駅広横断） 非交通機関利用（駅広利用） 交通機関利用

【武蔵小山】 

【西小山】 

【武蔵小山】 

【西小山】 

非交通機関利用（駅広利用） 交通機関利用
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図-8 環境空間箇所別利用時間帯別滞留状況 

 

図-9 滞留時間分布 

 

図-10 時間帯別利用人数別平均滞留時間 

約 31％と高くなっている． 

また，行動内容別の平均滞留時間をみてみると，図-

12 に示す通り，休憩と会話については，武蔵小山駅は

西小山駅に比べて，3 分以上滞留時間が長いのに対し，

飲食と待合せについては滞留時間に大きな差はみられな

かった． 

 

 

5. まとめ 

 

本研究では，駅前広場面積・環境空間面積や駅乗降客

数が概ね同等程度でありながら駅特性や周辺市街地特性 

 

 

図-11 時間帯別行動内容構成比 

 

 

図-12 時間帯別行動内容別平均滞留時間 

 【武蔵小山】 

【西小山】 
 

【武蔵小山】 

【西小山】 

滞留時間が長い

滞留時間が短い 

複数人の滞在
時間が長い 

【武蔵小山】 

【西小山】 

【西小山】 

【武蔵小山】 

10分以内

15分以内

20分以内25分以内

30分以内

30分超

10分以内

15分以内

20分以内25分以内

30分以内

30分超 M １： 30人
M 2： ４0人 

M 3： 26人 

M 4 ： 15 2人

N 1 ： 73人 

N 2 ： 30人 

N 4 ： 2人 

N 3 ： 9人 
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等が異なる武蔵小山駅及び西小山駅を例に，現地観測に

より時間帯別の利用動線や滞留状況等を調査し，駅前広

場利用者の経由地構成や滞在時間，行動内容等について

比較分析を行った．その結果，急行停車駅でなく住宅系

の用途が中心の西小山駅に比べ，急行停車駅であり商業

と住宅が混在する武蔵小山駅では，同程度の駅乗降客数

でありながら環境空間の利用者が多く，滞留時間も長い

等，環境空間の利用者数や使われ方に違いがあることが

明らかになった．また，西小山駅の環境空間は道路に囲

まれており，隣接する建物との一体的な空間形成がなさ

れていないのに対し，武蔵小山駅では，再開発により創

出されたオープンスペースと駅前広場が一体的な空間が

形成されており，このオープンスペースに面する飲食店

等を踏まえたベンチ等の配置や商業施設に囲われた適度

な広さの空間によって，多様な使われ方につながってい

ると推察される． 

このようなことから，交通機関利用者数のみをもとに

駅前広場面積等を算出するという考え方だけではなく，

周辺からの利用者等も考慮しながら，環境空間をはじめ

とする交通結節点の空間形成を考えていく必要があるこ

とが示唆される結果となった． 

今後は，武蔵小山駅や西小山駅の属する特性以外にも，

様々な地域特性や駅特性，周辺市街地特性を有する交通

結節点が存在することから，今後，武蔵小山駅・西小山

駅とは特性の異なる駅前広場での交通空間・環境空間等

の使われ方についても把握・分析を行いつつ，今後の交

通結節点の計画・再整備に向けた考え方を考察していく

必要がある． 
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